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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
上
野
伊
三
郎
と
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会 
 
飛
田 
清
佳 
  
は
じ
め
に 
 
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
（
以
下
、「
建
築
会
」）
は
、
一
九
二
七
年
七
月
二
日
、
上
野
伊
三
郎
（
一
八
九
二
―
一
九
七
二
）
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。
結
成
時
の
会
員
は
上
野
の
ほ
か
に
、
本
野
精
吾
（
一
八
八
二
―
一
九
四
四
）、
伊
藤
正
文
（
一
八
九
六
―
一
九
六
〇
）、
中
尾
保
（
一
八
九
四
―
一
九
六
三
）、
新
名
種
夫
（
一
九
〇
二
―
一
九
五
二
）、
石
本
喜
久
治
（
一
八
九
四
―
一
九
六
三
）
の
計
六
名
で
あ
っ
た
。
後
に
加
入
し
た
主
な
人
物
と
し
て
、
中
西
六
郎
（
一
九
〇
〇
―
一
九
六
四
）、
香
野
雄
吉
（
本
名
加
納
龍
一
、
一
九
〇
四
―
一
九
八
八
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
活
動
期
間
は
約
六
年
と
短
い
が
、
最
大
で
二
〇
〇
名
弱
の
会
員
を
擁
し
当
時
の
日
本
建
築
界
に
お
い
て
少
な
か
ら
ぬ
知
名
度
、
影
響
力
を
持
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
上
野
伊
三
郎
と
妻
リ
チ
（
一
八
九
三
―
一
九
六
七
）
は
、
上
野
が
ウ
ィ
ー
ン
分
離
派
の
中
心
人
物
で
あ
る
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ホ
フ
マ
ン
（
一
八
七
〇
―
一
九
五
六
）
の
建
築
事
務
所
に
勤
務
し
て
い
た
一
九
二
五
年
に
結
婚
、
翌
年
帰
国
し
た
。
夫
妻
に
関
す
る
作
品
、
資
料
は
二
〇
〇
六
年
、
京
都
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
美
術
学
校
か
ら
京
都
国
立
近
代
美
術
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
二
〇
〇
九
年
に
同
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
上
野
伊
三
郎
＋
リ
チ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
京
都
へ
、
建
築
か
ら
工
芸
へ
」
を
契
機
に
、
上
野
や
「
建 
 
築
会
」
の
再
評
価
が
進
ん
で
い
る
。
本
稿
で
は
近
年
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
上
野
と
「
建
築
会
」
の
活
動
を
同
時
代
の
建
築
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
の
関
わ
り
か
ら
考
察
す
る
。 
   
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ 
 
「
建
築
会
」
は
各
三
項
目
の
宣
言
、
綱
領
を
掲
げ
た
。「
日
本
に
於
け
る
問
題
の
解
決
に
基
本
を
置
い
て
世
界
各
国
の
同
志
と
提
携
し
て
共
同
の
目
的
に
向
か
つ
て
進
む
」（
宣
言
の
三
）、「
様
式
の
建
設
に
は
伝
統
的
形
式
に
依
る
事
を
排
し
狭
義
の
国
民
性
に
固
執
せ
ず
真
正
な
る
『
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
』
に
根
底
を
置
く
」（
綱
領
の
一
）
の
二
項
が
特
に
注
目
さ
れ
る
。
本
野
精
吾
は
機
関
誌
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
』
創
刊
号
に
お
い
て
、
前
者
を
「
日
々
に
各
民
族
の
間
が
接
近
し
つ
ゝ
あ
る
事
は
争
ふ
余
地
も
な
き
事
実
で
あ
る
。
世
界
を
流
れ
る
人
類
の
共
通
性
は
次
第
に
濃
厚
の
度
を
増
し
て
行
く
と
見
る
事
は
正
し
い
と
思
は
れ
る
」、
後
者
を
「
偏
狭
な
る
見
解
を
捨
て
ゝ
真
正
な
る
民
族
的
地
方
色
の
上
に
立
脚
せ
む
ば
な
ら
ぬ
」
と
解
説
し
た
。 
山
野
英
嗣
は
「
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
」
を
「
気
候
風
土
的
な
個
別
性
」
と
み
な
す
先
行
研
究
（
１
）
を
引
用
し
つ
つ
、
上
野
伊
三
郎
の
「
旧
島
津
邸
」（
一
九
二
九
年
竣
工
）【
図
１
】
を
例
に
、
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イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
の
関
係
を
説
明
し
て
い
る
（
２
）
。
装
飾
を
排
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の
な
か
に
、
窓
の
上
部
と
最
上
階
に
水
平
線
を
強
調
す
る
突
き
出
た
庇
を
つ
け
る
こ
と
で
高
温
多
雨
と
い
う
日
本
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
組
み
込
ん
だ
こ
の
作
品
は
、
上
野
個
人
の
み
な
ら
ず
「
建
築
会
」
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。 
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
は
、
特
に
設
計
競
技
に
お
い
て
主
流
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
帝
冠
様
式
へ
の
批
判
を
強
く
含
む
も
の
で
も
あ
っ
た
。「
建
築
会
」
に
関
す
る
先
行
研
究
で
は
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
が
、
一
九
三
〇
年
～
一
九
三
一
年
の
東
京
帝
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立
博
物
館
本
館
）
コ
ン
ペ
【
図
２
】
の
際
に
「
建
築
会
」
が
発
表
し
た
不
応
声
明
は
そ
れ
を
顕
著
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
応
募
規
定
に
「
日
本
趣
味
を
基
調
と
す
る
東
洋
式
」
と
明
記
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
コ
ン
ペ
に
対
し
て
は
『
国
際
建
築
』
な
ど
東
京
を
拠
点
と
す
る
雑
誌
に
も
多
く
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
「
建
築
会
」
の
不
応
声
明
は
、
あ
え
て
関
西
か
ら
の
発
信
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
反
対
の
意
思
表
明
を
し
な
い
か
ぎ
り
声
明
に
賛
同
す
る
と
み
な
す
と
い
う
や
や
強
引
な
手
法
も
相
俟
っ
て
、
当
時
の
日
本
建
築
界
に
強
い
印
象
を
残
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
   
上
野
伊
三
郎
と
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト 
 
「
建
築
会
」
の
主
な
活
動
内
容
は
、
一
九
二
九
年
八
月
―
一
九
三
三
年
五
月
ま
で
の
『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
』【
図
３
】
の
発
行
に
加
え
、
数
回
の
展
覧
会
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
特
徴
と
し
て
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
グ
ロ
ピ
ウ
ス
（
一
八
八
三
―
一
九
六
九
）、
ペ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
レ
ン
ス
（
一
八
六
八
―
一
九
四
〇
）、
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
（
一
八
八
〇
―
一
九
三
八
）
ら
最
大
十
名
の
「
外
国
会
員
」
の
存
在
が
あ
っ
た
（
３
）
。 
 
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
は
ド
イ
ツ
の
表
現
主
義
建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
、「
鉄
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」（
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
国
際
建
築
博
覧
会
、
一
九
一
三
）
や
「
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
」（
ド
イ
ツ
工
作
連
盟
ケ
ル
ン
展
、
一
九
一
四
）
を
手
が
け
、
ま
た
一
九
一
七
年
～
一
九
二
〇
年
に
か
け
て
次
々
に
執
筆
、
出
版
さ
れ
た
『
都
市
の
冠
』『
ア
ル
プ
ス
建
築
』『
都
市
の
解
体
』
『
宇
宙
建
築
師
』
で
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
を
発
表
し
た
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
「
馬
蹄
形
ジ
ー
ド
ル
ン
グ
」（
一
九
二
五
―
一
九
三
〇
）
や
「
カ
ー
ル
・
レ
ギ
ー
エ
ン
の
住
宅
都
市
」
（
一
九
二
八
―
一
九
三
〇
）
を
は
じ
め
と
す
る
集
合
住
宅
の
設
計
で
名
声
を
得
て
い
る
。 
一
九
三
二
年
～
一
九
三
三
年
二
月
の
モ
ス
ク
ワ
滞
在
後
タ
ウ
ト
は
ド
イ
ツ
に
戻
る
が
、
社
会
主
義
へ
の
接
近
を
ナ
チ
政
権
に
咎
め
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
出
国
す
る
。
そ
の
理
由
と
な
っ
た
の
が
、
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
大
会
へ
の
招
待
状
を
所
持
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
降
一
九
三
六
年
十
月
ま
で
の
約
三
年
半
に
お
よ
ぶ
日
本
滞
在
期
間
を
通
じ
、
上
野
は
タ
ウ
ト
の
た
め
尽
力
し
、
ま
た
タ
ウ
ト
の
推
薦
で
上
野
自
身
も
一
九
三
六
年
～
一
九
三
九
年
ま
で
群
馬
工
芸
所
の
所
長
と
し
て
高
崎
に
居
を
移
し
て
い
る
。
田
中
辰
明
は
、
タ
ウ
ト
に
日
本
を
去
る
こ
と
を
勧
め
た
の
も
上
野
だ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
４
）
。 
タ
ウ
ト
の
日
本
で
の
実
作
は
「
旧
日
向
別
邸
（
現
熱
海
の
家
）」
の
地
下
三
室
（
一
九
三
六
年
九
月
竣
工
）
お
よ
び
「
大
倉
邸
」
の
イ
ン
テ
リ
ア
（
一
九
三
六
年
四
月
完
成
）
の
わ
ず
か
二
作
の
み
で
あ
る
が
、
数
多
く
の
デ
ッ
サ
ン
と
執
筆
活
動
が
特
筆
さ
れ
る
。
な
か
で
も
来
日
翌
日
の
一
九
三
三
年
五
月
四
日
、
タ
ウ
ト
の
誕
生
日
に
上
野
が
案
内
し
た
桂
離
宮
の
印
象
を
後
日
ま
と
め
た
ス
ケ
ッ
チ
は
、
一
九
四
二
年
に
タ
ウ
ト
全
集
第
一
巻
と
し
て
育
生
社
弘
道
閣
よ
り
出
版
さ
れ
た
後
、
一
九
八
一
年
、
二
〇
〇
四
年
に
岩
波
書
店
か
ら
『
画
帖 
桂
離
宮
』
と
し
て
単
独
で
刊
行
さ
れ
、「
日
本
美
の
再
発
見
者
」
と
し
て
の
タ
ウ
ト
の
 －163－ 
 
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
た
。
岸
田
日
出
刀
が
一
九
二
九
年
に
『
過
去
の
構
成
』
で
言
及
し
て
い
た
桂
離
宮
再
評
価
の
動
き
に
、タ
ウ
ト
が
加
わ
り
建
築
界
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
が
、
先
述
の
ロ
ー
カ
リ
テ
ィ
を
含
む
日
本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
い
う
道
筋
に
桂
離
宮
を
位
置
づ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 
  
雑
誌
『
デ
ザ
イ
ン
』
と
『
建
築
と
社
会
』 
  
「
建
築
会
」
が
設
立
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
は
、『
建
築
世
界
』（
一
九
〇
七
―
一
九
四
四
）、『
建
築
と
社
会
』（
一
九
一
七
―
）、『
新
建
築
』（
一
九
二
五
―
）、『
国
際
建
築
』
（
一
九
二
五
―
一
九
六
七
）
等
、
建
築
関
係
雑
誌
の
相
次
ぐ
創
刊
に
よ
り
、
建
築
に
ま
つ
わ
る
公
の
言
説
空
間
が
確
立
し
た
時
期
と
一
致
す
る
。
関
西
を
基
盤
と
す
る
雑
誌
と
し
て
は
『
デ
ザ
イ
ン
』（
一
九
二
七
―
一
九
三
五
）
と
『
建
築
と
社
会
』
の
二
誌
が
あ
げ
ら
れ
る
。 
創
生
社
発
行
の
『
デ
ザ
イ
ン
』【
図
４
】
は
一
九
二
七
年
九
月
の
創
刊
で
、
当
初
は
設
立
ま
も
な
い
「
建
築
会
」
の
機
関
誌
と
し
て
機
能
し
た
。『
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
』
刊
行
後
は「『
無
名
』の
技
術
者
た
ち
の
主
張
の
場
を
与
え
る
こ
と
（
５
）
」を
眼
目
に
発
行
が
続
く
。 
日
本
建
築
協
会
の
機
関
誌
で
あ
る
『
建
築
と
社
会
』
に
は
、
本
野
精
吾
、
中
尾
保
ら
「
建
築
会
」
の
メ
ン
バ
ー
も
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
同
誌
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
武
田
五
一
は
、
東
京
帝
室
博
物
館
コ
ン
ペ
の
審
査
員
を
つ
と
め
る
な
ど
建
築
界
に
お
け
る
影
響
力
が
強
く
、
さ
ら
に
本
野
と
は
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
。「
建
築
会
」
の
先
行
研
究
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
言
及
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
未
だ
少
な
く
、
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。 
 
注 
 
（
１
）
奥
佳
弥
、
笠
原
一
人
「『
日
本
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
建
築
会
』
に
お
け
る
上
野
伊
三
郎
の
言
説
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
、
二
〇
〇
〇
年
九
月 
（
２
）
山
野
英
嗣
「
上
野
伊
三
郎
・
リ
チ
の
活
動
に
見
る
『
東
西
文
化
の
磁
場
』」『
東
西
文
化
の
磁
場
―
日
本
近
代
の
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
に
お
け
る
境
界
的
作
用
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
一
三
年
）
三
七
―
六
一
頁 
（
３
）
笠
原
一
人
「
上
野
伊
三
郎
の
建
築
活
動
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
、
六
四
九
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月 
（
４
）
田
中
辰
明
『
ブ
ル
ー
ノ
・
タ
ウ
ト
―
日
本
美
を
再
発
見
し
た
建
築
家
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）、
八
四
頁 
（
５
）
笠
原
一
人
「
雑
誌
『
デ
ザ
イ
ン
』
の
概
要
と
特
徴
に
つ
い
て
」
日
本
建
築
学
会
学
術
講
演
梗
概
集
、
二
〇
〇
四
年
八
月 
 
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
１
】【
図
３
】【
図
４
】 
「
上
野
伊
三
郎
＋
リ
チ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
―
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
京
都
へ
、
建
築
か
ら
工
芸
へ
」
図
録
（
京
都
国
立
近
代
美
術
館
、
二
〇
〇
九
年
） 
【
図
２
】『
建
築
雑
誌
』
五
四
六
号
、
一
九
三
一
年
六
月 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
） 
